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法人連携で
次代の福祉を担う人を

育てる
福祉現場では慢性的な人材不足が課題となっています。
介護福祉士養成校の定員割れが深刻化するなど、介護を目指す若者が減
少する中で、次代を担う小中学生への働きかけも充実していきたい活動
の1つです。
法人連携による小中学生等への福祉ＰＲ活動の可能性を考えます。 

特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

（見込）

企業においては働くことへ
の関心・意欲を高めるため
教育現場における職場体験
学習に積極的に協力するこ
とが求められる

※全国社会福祉法人経営者協議会
「社会福祉法人との接点をもつ人々へのイメージアップ、理解促進の着眼点」（平成30年3月31日）から

学校での「職場体験学習」や
「福祉教育」等への積極的な協力
職場体験学習

小学校
職場見学等

中学校
職場体験等

高等学校
インターンシップ等

●ボランティア学習
●新オレンジプラン
●小・中学校で認知症サポー
ト養成講座の開催　など

実践事例
キャラバン隊・介護技術コンテスト

●これらの体験より「福祉
養成校」に就学

●子ども食堂、学習支援を
通して就学を希望

→修学資金の活用、法人独自の支援

福祉教育等の推進

就職につなげる

1
人
材
確
保
と
小
中
学
生
へ
の
福
祉
Ｐ
Ｒ

事
業
の
状
況

平
成
29
年
度
介
護
労
働
実
態
調
査
に
よ
る

と
、
全
国
で
は
福
祉
・
介
護
事
業
所
の
67
％

が
人
手
不
足
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介

護
福
祉
士
養
成
校
の
入
学
者
は
今
年
度
定
員

の
５
割
を
切
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
小
中
学

生
の
段
階
か
ら
、
福
祉
の
仕
事
の
魅
力
と
、

安
定
し
た
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
た
め
、
学
校
を
対
象
と
し
た
訪

問
講
座
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
県
内
全
て
の
小
・
中
学
校
の
う
ち
、
訪

問
で
き
て
い
る
の
は
１
割
に
届
き
ま
せ
ん
。

2
社
会
福
祉
法
人
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略

全
国
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
で

は
、
昨
年
度
末
に
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
戦
略
を

ま
と
め
、
「
地
域
で
福
祉
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
と
い
う
視
点
」
の
重
要
性
を
指
摘

し
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
若
者
や
学
生
が

福
祉
の
仕
事
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
次
代
を
担
う
人
材
を
地
域
で
育

て
て
い
く
」
と
い
う
活
動
を
推
進
し
て
い
ま

す
。

3
法
人
連
携
で
育
て
る
取
り
組
み

群
馬
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
各
施
設
が
個
別
で
関
わ
っ
て
い
た
地

元
の
小
中
学
校
等
で
の
福
祉
体
験
学
習
や
職

場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
を
、
県
内
全
域
で

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
や
介
護
分
野

に
興
味
を
持
つ
人
の
拡
大
を
狙
っ
た
「
知
っ

て
も
ら
お
う
介
護
の
仕
事
」
事
業
を
平
成
27

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

長
野
県
安
曇
野
市
で
は
、
社
会
福
祉
法
人

の
担
当
者
の
呼
び
か
け
で
、
法
人
連
携
で
地

域
の
小
中
学
校
へ
の
福
祉
Ｐ
Ｒ
活
動
を
進
め

る
た
め
の
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開

か
れ
ま
し
た
。

各
法
人
は
、
こ
れ
ま
で
も
学
校
へ
の
働
き

か
け
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
法
人
連
携

に
よ
り
、
点
と
点
で
は
な
く
、
面
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。法

人
連
携
に
よ
る
次
代
の
福
祉
を
担
う
人

を
育
て
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し

た
。
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●これらの体験より「福祉
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通して就学を希望
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就職につなげる

中
学
校
等
に
出
向
い
て
介
護
職
の
魅
力
を

伝
え
る

群
馬
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
（
以
下
老

施
協
）
で
は
、
事
業
者
が
学
校
で
、
介
護
職

の
魅
力
を
発
信
し
、
理
解
と
人
材
確
保
を
目

的
と
し
た
「
知
っ
て
も
ら
お
う
介
護
の
仕

事
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
介
護
職
の
３
Ｋ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払

拭
し
た
い
。
給
料
も
他
と
比
べ
て
も
安
定
し

て
い
て
決
し
て
低
く
な
い
」
と
話
す
の
は
、

老
施
協
会
長
の
井
上
光
弘
さ
ん
で
す
。
平
成

24
年
か
ら
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
で
介
護
職
の
Ｐ
Ｒ

を
始
め
ま
し
た
。
「
就
職
説
明
会
で
は
、

待
っ
て
い
て
も
参
加
者
が
集
ま
ら
な
い
」

と
、
地
元
の
地
域
の
中
学
校
等
に
出
向
い

て
、
授
業
で
生
徒
た
ち
に
直
接
介
護
職
の
魅

力
を
伝
え
る
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
平
成
28
年

度
か
ら
、
県
の
助
成
金
を
活
用
し
て
全
県
へ

展
開
し
て
い
ま
す
。

50
分
、
80
分
な
ど
、
学
校
の
時
間
割
に
合

わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
老
施
協
が
開
発
。
授

業
で
は
、
ま
ず
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
Ｇ
ち
ゃ
ん
を
活
用
し
、
楽
し
い
イ
メ
ー
ジ

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
現
場
の
様
子
を
ス
ラ

イ
ド
で
説
明
し
た
り
、
若
手
の
先
輩
た
ち
が

職
に
就
い
た
き
っ
か
け
と
や
り
が
い
を
話
し

た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
車
イ
ス
な
ど
を
使
い

福
祉
の
仕
事
を
体
感
で
き
る
仕
掛
け
も
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
初
年
度
は
24
校
、
29
年
度

は
32
校
で
開
催
し
ま
し
た
。
中
学
生
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
「
介
護
の
仕
事
を
通
し
て
人
に

笑
顔
を
与
え
ら
れ
る
の
は
素
晴
ら
し
い
」
な

ど
の
好
反
応
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
効
果
は
大
き
い
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か

け
に
地
域
の
介
護
施
設
に
就
職
し
た
子
も
い

る
」
と
井
上
さ
ん
。
「
子
ど
も
達
に
訴
え
る

こ
と
で
保
護
者
の
理
解
も
進
む
」
と
も
言
い

ま
す
。
事
業
所
と
学
校
と
の
パ
イ
プ
も
で
き

て
、
職
場
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ

の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
始
め
た
事
例
も
あ
り

ま
す
。
「
現
場
で
お
年
寄
り
か
ら
あ
り
が
と

う
と
褒
め
ら
れ
る
経
験
が
自
信
へ
つ
な
が

る
」
と
、
井
上
さ
ん
は
介
護
職
体
験
の
魅
力

も
語
り
ま
す
。

広
報
委
員
会
委
員
長
の
今
井
洋
子
さ
ん

は
、
「
学
校
へ
は
歳
が
近
い
若
手
ス
タ
ッ
フ

を
連
れ
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
素
直
な

生
徒
の
反
応
に
、
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
感
激

し
、
や
る
気
向
上
に
も
な
っ
て
い
る
」
と
話

し
ま
す
。
ま
た
「
先
生
方
も
福
祉
教
育
の
一

環
と
し
て
捉
え
て
く
れ
る
」
と
学
校
側
の
評

価
も
上
々
で
す
。
さ
ら
に
は
、
「
施
設
側
の

職
場
環
境
改
善
へ
も
効
果
が
あ
る
の
で
は
」

と
今
井
さ
ん
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
今
年
で
３
年
目
に
入
り
、
全
県
で
中
学

１
０
０
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
現
を
目
指
し

た
い
」
と
井
上
さ
ん
。
事
業
者
と
学
校
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
４

つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
割
り
振
り
、
施
設
側

が
直
接
学
校
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
方
法

を
と
っ
て
い
ま
す
。　

本
事
業
の
成
果
は
、
西
毛
ブ
ロ
ッ
ク
の
取

り
組
み
か
ら
全
県
で
４
２
７
の
福
祉
・
介
護

事
業
所
が
加
盟
す
る
老
施
協
全
体
で
の
取
り

組
み
に
発
展
し
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
行
政

や
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
、
教
育
委
員

会
、
学
校
と
の
協
働
が
深
化
し
て
い
る
こ
と

も
大
き
な
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
ま

す
ま
す
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
、
そ
し
て

学
校
を
含
め
た
地
域
全
体
の
福
祉
教
育
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

井上会長（右）と今井広報委員長（左）

中学校の授業で若手スタッフが介護の魅力を語る

群馬県老施協のGちゃんは平成25年に公募
して制作

群馬県
群
馬
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

「
知
っ
て
も
ら
お
う
介
護
の
仕
事
」事
業

群
馬
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会　

会
長　

井
上
光
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会
委
員
長　

今
井
洋
子
さ
ん
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お問い合わせはこちらへ

長野県福祉人材センター
TEL.026-226-7330
東信事務所
TEL.0268-71-5589
中信事務所
TEL.0263-88-0180
南信事務所
TEL.0265-96-7847

長野県
福祉人材センター
の主な取り組み

○キャリア支援専門員による、
個々の求職者に応じた就労
支援や、事業所に対し働き
やすい職場作りに向けた指
導・助言

○職場説明会の実施等

福祉・介護人材
マッチング支援事業

○専任コーディネー
ターが、福祉職場
の就業体験希望
者と受け入れ可能
施設のマッチング
を行い、福祉の仕
事を体験する機会
を提供

福祉の職場
体験事業

○将来の担い手で
あ る中 高 生 等
に、福祉職場の
やりがい・魅力を
伝える訪問講座
を開催

福祉職場PR
事業

本会の福祉PR事業では、障が
いのある職員が自らの体験を踏
まえて福祉の仕事の魅力を子ど
もたちに伝えています。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国 万人
加入

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

償
補
の

任
責
償
賠

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成30年度

〈SJNK17 16970　2018.1.9 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成30年度

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

本
基補

償（
A
型
）

用
費
舞
見

補
付

償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

　

　
　
　
　

と

　　
　
　
　
　
　

す
で

。

　
　
　
　
　

実
充

た
し

償
補

料
険
保
な
安
割

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〈SJNK17-17293 2018.1.12作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

故
事
償
賠

等
い
舞
見
お

◆ 30年度新設 クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）

新設

「
介
護
の
仕
事
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
。
子
ど
も
た
ち
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
ほ

し
い
」
。
８
月
26
日
、
松
本
市
内
で
安
曇

野
・
松
本
地
域
の
８
福
祉
施
設
の
職
員
や
、

福
祉
関
係
者
、
企
業
、
教
育
関
係
者
ら
22
人

が
集
ま
っ
て
交
流
会
「
介
護
の
す
そ
野
を
広

げ
る
会
（
仮
称
）
」
を
行
い
ま
し
た
。

仕
掛
人
は
介
護
老
人
保
健
施
設
有
明
苑
総

務
部
門
の
中
岡
理
恵
さ
ん
で
す
。
中
岡
さ
ん

は
、
県
内
外
の
学
生
向
け
就
職
説
明
会
で
、

関
係
者
か
ら
の
「
介
護
の
仕
事
は
大
変
だ
か

ら
」
の
発
言
に
憤
り
を
感
じ
ま
し
た
。
「
介

護
職
は
達
成
感
も
得
ら
れ
る
の
に
な
ぜ
理
解

さ
れ
な
い
の
か
」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
県

担
当
課
職
員
か
ら
は
複
数
の
事
業
所
で
活
動

す
れ
ば
ど
う
か
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま

し
た
。

そ
し
て
、
地
域
で
仲
間
づ
く
り
を
と
、
長

野
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

専
門
員
に
相
談
。
介
護
用
具
を
取
り
扱
う 

（
株
）
響
笑
社
長
の
小
坂
信
さ
ん
に
つ
な
が

り
ま
す
。
小
坂
さ
ん
は
昨
年
、
安
曇
野
市
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｕ
ｂ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
代
表
理
事
の
岡

勇
樹
さ
ん
を
迎
え
て
、
介
護
の
楽
し
さ
を
伝

え
る
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。中

岡
さ
ん
は
地
域
の
福
祉
施
設
を
よ
く
知

る
小
坂
さ
ん
の
紹
介
で
、
同
じ
思
い
を
持
っ

た
複
数
の
事
業
所
を
訪
ね
、
協
働
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。
「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の

方
に
賛
同
い
た
だ
け
る
と
思
わ
な
か
っ
た
」

と
中
岡
さ
ん
。
口
コ
ミ
が
広
が
り
今
回
の
交

流
会
に
至
っ
た
の
で
す
。
参
加
者
で
介
護
老

人
福
祉
施
設
サ
ル
ビ
ア
職
員
の
清
澤
秀
彦
さ

ん
は
、
「
互
い
に
人
材
を
取
り
合
う
時
代
は

終
わ
っ
た
。
手
を
結
び
地
域
全
体
を
良
く
し

て
い
き
た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
会
発
足
の
地
固
め
を
し
、
前

記
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
し
た
小
学
校
で
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、
や
り
が
い
の
た
め
の
介
護
職

員
の
研
修
な
ど
を
企
画
し
て
い
く
予
定
で

す
。

仕掛け人の有明苑の中岡理恵さん

経緯を説明するキャリア支援専門員の今本陽子さん（左）

安曇野市
福
祉
人
材
育
成
と
啓
発
活
動

「
介
護
の
す
そ
野
を
広
げ
る
会

（
仮
称
）」発
足

介
護
老
人
保
健
施
設
有
明
苑

　
　
　
　
　
　
　

中
岡
理
恵
さ
ん（
副
施
設
長
補
佐
・
支
援
相
談
員
）
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お問い合わせはこちらへ

長野県福祉人材センター
TEL.026-226-7330
東信事務所
TEL.0268-71-5589
中信事務所
TEL.0263-88-0180
南信事務所
TEL.0265-96-7847

長野県
福祉人材センター
の主な取り組み

○キャリア支援専門員による、
個々の求職者に応じた就労
支援や、事業所に対し働き
やすい職場作りに向けた指
導・助言

○職場説明会の実施等

福祉・介護人材
マッチング支援事業

○専任コーディネー
ターが、福祉職場
の就業体験希望
者と受け入れ可能
施設のマッチング
を行い、福祉の仕
事を体験する機会
を提供

福祉の職場
体験事業

○将来の担い手で
あ る中 高 生 等
に、福祉職場の
やりがい・魅力を
伝える訪問講座
を開催

福祉職場PR
事業

本会の福祉PR事業では、障が
いのある職員が自らの体験を踏
まえて福祉の仕事の魅力を子ど
もたちに伝えています。

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国 万人
加入

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

償
補
の
ガ
ケ

償
補
の

任
責
償
賠

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

〈引受幹事
保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成30年度

〈SJNK17 16970　2018.1.9 作成〉

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成30年度

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員等の補償プラン44

基本補償（賠償・見舞）
▶年額保険料（掛金）

本
基補

償（
A
型
）

用
費
舞
見

補
付

償（
B
型
）

定　　員 基本補償（A型）

35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

　

　
　
　
　

と

　　
　
　
　
　
　

す
で

。

　
　
　
　
　

実
充

た
し

償
補

料
険
保
な
安
割

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

〈引受幹事
保険会社〉

受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７

この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、個人情報取扱事業者賠償責任保険、普通傷害保険、労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

〈SJNK17-17293 2018.1.12作成〉

▶保険金額

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

1事故10万円限度 1事故10万円限度
死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

故
事
償
賠

等
い
舞
見
お

◆ 30年度新設 クレーム対応サポート補償（プラン1-①オプション4）

新設
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目の前に八ヶ岳連峰が広がる野辺山高原。キラキラと光る太陽の下、いきいきと農作業を行う姿が目
にとまります。
2017年に開始した“行き活き農村広場”には、65歳以上の高齢者が集まります。きっかけは、村の保
健師の訪問から始まりました。日々の暮らしに様々な工夫を活かして生活している元気な人生の先輩方
に出会い、「まだまだ色々なことができる方々が、家でじっとしているのはもったいない。いつまでもい

きいきと人に感謝されることを大事にしていきたい。」と高齢者が主体的に参加できる場づくりを検討し、村と社協
が連携して展開しています。農作業や体操、小学生との交流、お出かけ、季節のイベントなど、力を合わせて色々な
活動を行います。原則として月曜日と金曜日の週2回、野辺山駅近くの旧観光案内所で開催されます。
この日は農作業を行いました。社協の送迎車や軽トラックで集まり、畑に移動します。とうもろこしやトマト、ズッ
キーニ、ピーマン、大豆など、参加者が愛情込めて作った野菜が畑に広がり、「今日は何から始める？」「今日は花
の苗があるよ！」「私これやるね！」と声が飛び交います。収穫した野菜は昼食に食べたり、分けあったり、直売所に
売ることもあります。
88歳の男性は、「みんなと一緒に笑いながらできることが楽しい。年を取っても家にいるっきりじゃだめだよ、よ
けい年寄りになっちゃう。」と話しながら苗を植えています。
この広場は、“みんなが主役”“みんなが先生”と参加者は話します。農業の経験がある方が他の方に教え、その方
がまた先生になって教えます。「さっき教えたばかりなのに、いつのまにか先生になってるね。」とお互いに笑顔で
作業を進めます。参加者それぞれが、“できることをできるだけ”“無理せず”おこない、お互いさまの関係ができてい
ることも特徴です。
行き活き農村広場に参加することで、皆さんの張り合いや生きがい、
健康につながります。村の保育園児や小学生との交流、地域を越えた
他の村との交流も生まれています。広場の歌も作られ、歌詞には、♪知
恵の集まり　生かして集う♪とあります。ここには農業や木工、手芸、料
理など様々な経験とアイディアが詰まっています。“生涯現役”という言葉
が似合う元気な皆さんや、たくさんの知恵や経験、畑の実り、豊かな自
然など、広場には宝物がいっぱいです。

地域はもちろん、学校でも、会社でも、生活の中に当たり前にボランティアやボラン
タリーな精神が息づく、そんな社会をめざし、ボランティア全国フォーラム軽井沢
2018で参加者の皆さんと想いを共有し、ともに考え、全国に発信していきましょう。
皆さんのご参加をお待ちしています!
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連絡先　南牧村社会福祉協議会　TEL.0267-96-2363連絡先

長野県の中山間地から発信される地域を考え
るきっかけやアイディア、地域を支える“人”や
“気”について熱く語り合います。

人を動かし、
地域も動かす“5つの気”

第67回長野県社会福祉大会から
県社協情報局

今、地域共生社会の実現を目指す様々な施策に基づいて、私たちの町では、地域
福祉のコーディネーターが増加しています。
平成30年9月12日、塩尻市で開催された第67回長野県社会福祉大会では、各地
で活躍するコーディネーターと住民活動リーダーがペアで参加していただき、トーク
セッションを繰り広げました。

地域づくりを“我が事”に…
住民リーダー＆コーディネーター大集合！！
地域づくりを“我が事”に…
住民リーダー＆コーディネーター大集合！！

大会アピールを行う、塩尻志学館高校　
清水希歩さん（右）と中川翔貴さん（左）

塩尻市レザンホールに約800人が集い開催。

第67回長野県社会福祉大会「大会アピール」
1　地域共生社会の理念の浸透を図り、福祉教育を推進していきま
しょう！

2　包括的な相談体制の構築に向け、連携と創意工夫に取り組みま
しょう！

3　地域における公益的な取り組みを、力強く推進していきましょう！
4　地域福祉計画の策定、改定を住民参加で進めましょう！

平成30年9月12日
第67回長野県社会福祉大会参加者一同

介護体験から「居場所」を開設
　介護保険がなかった時代、介護離
職して親を介護。一人ではなく支え合
うことの重要性に気付いて、自宅を開
放するなど支え合い活動に取り組みま
した。その後、空き家を活用した常設
型のサロン「うちの実家」をボランティ
アで10年ほど運営。
行政からの「受託」ではなく「協働」
　介護予防体制整備事業の導入に伴
い、新潟市からの依頼で「うちの実
家」の活動を全市に広げようと奮闘
中。あくまで一任意団体として、「事業
受託」でなく、市との「協働」にこだわ
り、支え合い活動としてのポリシーを
大切にしています。

ゲスト：河田佳子氏（新潟市）
支え合い活動と行政と
のパートナーシップ

南信濃地域福祉プロジェクト
　「課題が多すぎる」「何かしたい」と
メンバーが集まり、地域愛を育む“声
かけカレンダー”を作成し住民に配
布。緊急時に対応できるよう家族や友
人、支えてくれる人の名前や連絡先が
書ける“安心メモ”を作成して、高齢者
宅に配布するなどの支え合い活動に取
り組んでいます。
　今後は、高齢者などに対象を限定せ
ず元気な人も使える独自の移送サービ
スを検討するなど、住民同士が課題を
捉えながら地域活動を展開していま
す。

飯田市南信濃遠山地区
住み続けられる遠山を
目指して

地域包括支援センター
　村では「なるほど地域塾」などを開
いて、地域で何気なく行われている支
え合いの発掘・再評価に取り組んでい
ます。その活動のなかで、この事例に
出会いました。
地域の居場所
　ご主人が定年退職後に村に移住。
長年の夢であった自作の小屋づくりに
着手。奥さんが希望した卓球台を小屋
に入れると、住民が気軽に立ち寄って
おしゃべりをする地域の居場所にな
り、集う人の和が広がっています。

南箕輪村
Ⅰターン住民が手作り
した「地域の居場所」 お助け隊

　定年退職後、家でぶらぶらしている
くらいなら、何か活動しようと立ち上
がったお父さんたちが主役。草刈りや
雪かきの助け合いで高齢者等を支援。
また、雑木の伐採などで安心して散歩
できる遊歩道を作り、身に着けた技術
を活かし、地域の魅力作りに取り組み
ます。
地域福祉コーディネーター
　社協のコーディネーターは、この取
り組みを元に、有償支え合いサービス
を立上げ、全市に普及しようと呼びか
けています。

塩尻市木曽平沢宮下地区
「お助け隊」の有償助
け合い

河田珪子氏
（支え合いのしくみづくりアドバイザー）

村澤勝弘氏
（市の自治振興センター職員） 村上貴昭氏

（地域包括支援センター職員） 百瀬努氏
（地域福祉コーディネーター）

阿部陽一郎氏
（中央共同募金会事務局長）

山﨑元宏氏
（住民活動リーダー） 越後幸益氏

（支え合い実践者） 小川博國氏
（住民活動リーダー）

長野県社会福祉大会（ご報告）
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タリーな精神が息づく、そんな社会をめざし、ボランティア全国フォーラム軽井沢
2018で参加者の皆さんと想いを共有し、ともに考え、全国に発信していきましょう。
皆さんのご参加をお待ちしています!
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長野県社会福祉協議会
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●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へお寄せください。

毎号福祉の現場に新しい
風を吹き込むスタッフをご紹介します。

・バッグ  …4,000円～

長野県
社会福祉協議会

福祉・
介護べんり帖

長野県福祉研修実施団体

きゃりあねっと

よっ！ 新風人

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

webでも
ご覧になれます

朝は「いってらっしゃい」夕方は「おか
えりなさい」明るい声が響く。

年長のころからの夢「保育園の先生」
を叶え働く姿がまぶしい。

子どもが喜ぶ瞬間を分かち合える醍
醐味。「先生だいすき！」も嬉しい。

「お互い様」の気持ちで雰囲気の良
い園づくりを心掛けている。

あたしの翅はまだ小さくて、あなたのように自由には飛
べないけど、いつかあなたのように、大きな翅を広げて
自由に大空を飛び廻りたい。
あの空の向こうに、果てしない世界が広がっていて、あ
たしが飛んでいくのを待っているに違いないわ。
そこには、大空を自由に乱舞する未来のあたしの姿が見
える。

（作者コメント）

作者：風朔　ぴこ（かざさく　ぴこ）

『Soraへ』　切り絵　CGで彩色

社会福祉法人　稲田会
かざぐるま保育園

保育士 小梁川真耶さん（左）
保育士 湯澤美穂さん（右）

想い想いに織られた布が織りなす色のハーモニーが
詰まったオンリーワンのバッグです。素敵な出会いが
待っています。

すてきにハンドメイド
さをり織りバッグ

社会福祉法人しあわせ
就労継続支援B型事業所「クロスロード」
〒387-0016 長野県千曲市寂蒔410-1
TEL.026-274-3485　FAX.026-213-7315

産
休
・
育
休
明
け
か
ら
長
時
間
保
育
し
て
ほ
し
い

と
い
う
働
く
母
の
願
い
に
応
え
、か
ざ
ぐ
る
ま

共
同
保
育
所
と
し
て
誕
生
し
50
年
。現
在
は
、子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
開
設
し
、障
が
い
を
持
つ
子
ど
も

の
保
育
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、地
域
に
欠

か
せ
な
い
保
育
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
、保
護

者
、職
員
、地
域
の
4
つ
の
羽
根
で
、健
や
か
に
子
ど

も
た
ち
が
育
つ
よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
か
ざ

ぐ
る
ま
保
育
園
。自
身
も
産
休
・
育
休
を
経
て
保
育

士
と
し
て
働
き
続
け
て
い
る
先
生
お
二
人
に
お
聞
き

し
ま
し
た
。

Ｑ　

今
の
お
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　

0
歳
児
ク
ラ
ス
を
担
当
し
て
い
ま
す
。0
歳
児
は

す
べ
て
が
か
わ
い
く
、心
も
身
体
も
一
番
成
長
す
る

貴
重
な
1
年
で
す
。食
事
、だ
っ
こ
、オ
ム
ツ
交
換
な

ど
、全
て
支
援
が
必
要
で
す
が
、し
ゃ
べ
れ
な
く
て

も
、ち
ゃ
ん
と
想
い
は
持
っ
て
い
る
の
で
、表
情
や
動

き
か
ら
汲
み
取
り
、子
ど
も
た
ち
の
目
線
に
立
っ
て

話
し
か
け
、一
緒
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

Ａ　

朝
夕
、保
護
者
と
顔
を
合
わ
せ
る
と
き
に
、で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
や
そ
の
日
の
姿
を
お
伝
え

し
、喜
び
合
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。こ
ま
め

に
お
話
し
す
る
こ
と
で
信
頼
関
係
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。担
任
と
保
護
者
と
い
う
関
係
だ
け
で

な
く
、と
も
に
働
く
お
母
さ
ん
と
し
て
、共
感
し
、サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

福
祉
の
道
を
目
指
す
人
へ一
言
お
願
い
し
ま
す

Ａ　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
す
る
一
瞬
一
瞬
を
と
も
に
し
、

元
気
を
も
ら
え
る
保
育
士
と
い
う
仕
事
は
と
て
も

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。か
ざ
ぐ
る
ま
保
育
園
で
は
、

複
数
担
任
で
保
育
し
て
い
る
の
で
、ベ
テ
ラ
ン
の
先

生
が
当
た
り
前
に
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
け
た
り
、い

ろ
ん
な
角
度
か
ら
子
ど
も
を
把
握
で
き
た
り
と
学

ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、若
い
先
生
の
一
生

懸
命
な
姿
も
励
み
に
な
り
、お
互
い
良
い
刺
激
を
受

け
な
が
ら
保
育
し
て
い
ま
す
。
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